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１．趣旨・目的 

 町田市では、町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」及び「町田市公共施設等総合管

理計画（基本計画）」に基づき、将来を見据えた長期的な視点で市民センター等の機能のあ

り方について示す「（仮称）町田市市民センター等の未来ビジョン」を２０２０年度に策定

を予定しています。 

そこで、行政窓口・集会施設のよりよい行政サービスのあり方を、市民の皆さんと一緒に

なって考えていくことを目的として、オンラインワークショップを開催しました。 

 

２．開催概要 

 全２回のワークショップでは、オンライン通話ツール Zoom を使用して、第１回は行政

窓口をテーマに、第2回は集会施設をテーマに幅広い意見を出していただきました。 

日 時 内 容 人 数 

第１回 

１0月 25

日（日）

13：00～

15：00 

○テーマ：行政窓口の未来を考える 

 【セッション1】行政窓口での課題について意見交換を行う（配置場

所、待ち時間、サービス内容、コンビニ交付の使い勝手など）。 

 【セッション 2】行政窓口の課題について意見交換した内容を踏ま

え、将来、どのようになってほしいのか、そのイメージや、オンライ

ン化や手続きのデジタル化なども含めて意見交換を行う。 

８名 

第２回 

11月 1日

（日） 

13：00～

15：00 

○テーマ：集会施設の未来を考える 

 【セッション１】集会施設の課題について意見交換を行う（サービス・

施設内容、配置場所、利用しやすさなど）。 

 【セッション2】集会施設の課題について意見交換した内容を踏まえ、

将来、どのようになってほしいのか、サービス内容や提供方法、他の施

設との複合化なども含めて意見交換を行う。 

8名 

 

 

 

 

 

 

開会・挨拶 

説明（20分） 

自己紹介（5分） 

意見交換（60分） 

 

発表・全体講評（30分） 

 

・ワークショップの開催目的の説明 

・町田市の行政窓口・集会施設の現状の説明 

・当日の進行・Zoomの使い方についての説明 

・参加者の自己紹介 

・行政窓口・集会施設の課題について意見交換【セッション１】 

・セッション１の意見交換の内容を踏まえ、将来の行政窓口・集会

施設のイメージについて意見交換【セッション２】 

・各グループ毎に【セッション1】【セッション２】で意見交換し

た内容を発表 

・全体講評 
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３．成果 

（１）第１回ワークショップ「行政窓口の未来を考える」 

  

①各グループの議論概要 

グループ1 

【セッション１】「行政窓口の課題」に関する意見 
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■課題のポイント

・行政窓口の認知度が低い

・連絡所の証明書発行の件数は減少傾向にあり、行政窓口を減らすべき。

　ただし、交通の不便な地域は残すべき

・営業時間を延ばすべきだが、24時間営業ではなく利用ニーズに応じる

■行政窓口のオンライン化

・行政窓口の役割がインターネットに置き換えられるイメージがある

・窓口での時間や負担を減らすことができる

・証明書自体のデジタル化と手続きのデジタル化を区別すべき

■オンライン化での配慮

・オンライン化に追いつけない人への配慮が必要

・行政窓口をいきなりゼロにするのではなく、しばらくは紙やアナログ

　での手続きを残す

・インターネットの危険性を考えるべき

■これからの市民センター

・市民センターや連絡所は減らしていくべき。一方で、センター等なら

　ではの業務を考えるべき

・教室やパソコン講習など、近所で安価に学べる機会があるとよい

・市民センターやホールなどを合体させるべき

・交流する場所をくっつけるとコストも削減できる

・施設を習い事や保育所など、オンラインでできないことをする場所に

・年代にあわせて遊び場、交流の場をつくる

・個人情報すべてがインターネットに入っていくと思うが、セキュリティ
　が重要

 

【セッション２】「将来の行政窓口のイメージ」に関する意見 
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■設置場所

・成瀬地域は丘を開拓して宅地造成した。駅周辺も開発が進んでいる。

　設置場所がいい

・行政窓口を廃止しても、その好立地に残る立派な建物をどうするのか

・ほとんどの市民センターは駅から離れている。成瀬以外は、合併前に

　小さい町や村の役場があったところを建替えて市民センターができた。

　このため、時間をかけて市民センターに行く人が多い

■コンビニ交付

・コンビニ交付が可能だと知る機会がなかった

・コンビニだとセキュリティが心配

・若者だとコンビニ交付に抵抗がない。証明書が取れればよし

・重要な個人情報を発行することになるが、わからないことを聞きたい

　ときにコンビニ店員を頼ることになるのは問題ではないか

・家事や仕事で忙しい人にとって料金の支払いがコンビニでできるのは

　便利。これと同様に、コンビニ交付にはいい影響がある

・コンビニ交付が増えれば、街づくりや福祉などほかの仕事に人員を充

　てることができる

・コンビニ交付のPR方法は、ビラの配布や町田市の広報誌への掲載。ま

　た、マイナンバー取得のメリットとして知ってもらうのもいい

■市役所の現状の課題

・市役所から遠い人だと、オンラインや地域センターの活用の方がいい

・免許取得の際に住民票を取りに市役所に行ったが、手続きが長い。住

　民票の取得までに工程が多すぎ。受付だけで完結できないか？

・市役所は、駅から遠いと交通費がかかる。家からの移動など、手続き
　以外の時間もかかる

グループ２の発表 

【セッション１】「行政窓口の課題」に関する意見 
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■地域センターの活用方法

・町田市には『太平記』にも登場する南北朝時代の武将や、明治時代の

　自由民権運動の歴史がある。それを知ってもらう機会を地域センター

　で設けたり、展示会を開いたりするといい

・子どもから大人まで世代を超えて交流会を開いたり、市政のことでわ

　からないことを相談する場

・市民のコミュニケーションを深める場

・ボランティアの講座や遊びの場を提供する場

・市民が市民に市の魅力を発信する場

・行政としての機能だけではなく、市民を楽しくすることが求められる

【セッション２】「将来の行政窓口のイメージ」に関する意見 
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②第1回のまとめ 

 

グループ 1 については、今後、行政窓口に求められるものが変わっていくという視点が

出ました。オンライン化やデジタル化が進んでいけば、証明書の発行といった従来の行政窓

口の機能は縮小することになります。それにともなって、行政窓口には別の役割が求められ

るようになり、そのひとつが、若者からお年寄りまでの地域の交流の場としての役割だとい

うのが、グループ１からの意見でした。教室や講習といった、地域ぐるみでの学習の場が、

より積極的に開催されるようになるのかもしれません。 

グループ２については、コンビニ交付の認知度を向上させるための議論が展開されました。

ＰＲの方法として、ビラ配りや「広報まちだ」への掲載というアイデアが出ましたが、マイ

ナンバーカードを取得するメリットとしてコンビニ交付を知ってもらうというのは貴重な

意見だったと思います。また、将来の地域センターに求められる役割として、世代を超えた

交流を深める場や、町田の歴史などについて市民同士が発表する場という意見も挙げられま

した。 
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（２）第２回ワークショップ「集会施設の未来を考える」 

 

 ①各グループの議論概要 

 

グループ1 

【セッション１】「集会施設の課題」に関する意見 

 

 
 

  

■使い方

・トレーニング施設を利用するとき、器具の使い方やマナーなどがわか

　らないと、使いにくい

・ボランティアで生涯学習センターの調理室を利用するが、調理室があ

　ることに驚いた。市民ホールを学校の行事で用いることもある。使い

　方には案内が必要

・施設がどこにあるのかわからない。初めて使う人にはハードルが高い

■使い方からの課題

・多目的室を増やすべき

・和室など特殊な部屋を廃止するのはもったいない。残しておくべき

・空き部屋がないと多目的室を増やせない

■多目的室のメリット

・目的の限定されていない部屋の方が使いやすい

・調理室や和室は利用率が低いので、市役所側からしても多目的室の方

　がコスパがいいのではないか

■多目的室の課題

・目的が限られていないと管理が難しい。ゴミの整理や清掃など

・目的が限られていないため、無理な使い方も考えられる。備品の管理

　が課題。

・椅子や机が破損した場合の責任と負担者を明確にすべき
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■こどもの頃過ごした空間

・学童保育を小学校低学年のときに利用した。学校の隣にあり、喋った

　り、宿題したり、おやつの時間もあった。面倒を見る大人もおり、安

　心して過ごせた

・小学校の帰りに市民センターの多目的室のような場所で、職員がいる

　ところで、ゲームやおやつなどで過ごした（藤沢市）

・友達の家に行ったり、公園など外で遊んでいた。コストが安い市民プ

　ールも利用

・公園や土手で野球をするなど、外で過ごしていた。学童や多目的室は

　ある程度守られていて、無料で使えるのは子供にとってよい。親にと

　っても安心できる

■公園という場所

・公園にゴミ箱がなく散らかっている。管理が問題

・公園は時間帯によっては大人の目があり安心

・住宅街の中にある公園は近所の目があり安全が守られる

■多世代交流のための整備

・公園ではボールが使えない。自由度の広がる場所であると子どもの利用

　が多くなる

・体育ホールの予約がないときに、子どもが自由に使えるような空間に

　するとよい。市民センターの転換を図る

■空間整備

・多目的室などの使われていない時間を飲食可能な自習室にすると、勉強を

　教えあったり、交流が生まれる

・シバヒロのような場所は癒しも得られる。リハビリにもなる

・大人になってくると、静かな落ち着ける場所、カフェの代わりとなる静かな

　学習室がよい

■環境整備として必要なもの

・Wi-Fiはつけてほしい

・パソコン利用のための充電できる設備が必要

 

【セッション2】「将来の集会施設のイメージ」に関する意見 
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グループ２ 

【セッション１】「集会施設の課題」に関する意見 

 

 

 

  

■集会施設のイメージ

・使ったことはないけど、こういうところが課題なのではないか

・集会施設の使い方がわからない

・屋内での利用になるので、用途が限定される

・会議をやるというだけではなくて、地域の人たちが集まる場所

■利用状況

・コロナとデジタル化で集会施設の需要が下がる

・使う場所によって使えない機能があるため、利用される集会施設は偏る

・利用率が少ない施設にも税金がかかっている

・公共施設は建物なので人件費などお金がかかる

・集会施設の地域における役割を考えると、利用率がどうとかをあまり問題

　にするべきではないのではないか

・コロナで利用率が下がるのは仕方がないとしても、なくてはならない場所

■立地

・集会施設が駅から離れていて使いづらい

・かつて役場だった場所を集会施設にしているところは駅から遠い場合も
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【セッション２】「将来の集会施設のイメージ」に関する意見 

 

 

  

■どういう機能が必要か？

・窓を開けなくても換気できるシステム

・防音と換気を両立できる音楽室

■どうアピールしていくか？

・町田市にはイベントやキャンペーンがたくさんある

・集会施設でできることを実演して、撮影し、SNSや動画で発信できる

・コンビニなど民間でも集会施設の夜間利用などの宣伝をしたらどうか

・若い世代向けならビラよりもSNSやYouTubeで宣伝

・ビラにQRコードを載せる

・市役所任せではなく市民でも発信する

・一人一台スマホを持っていることに着目

■どういうイベントだったら行こうと思えるか？

・地域の同世代で集まって過去を振り返る場所

・古いものの中にもっと面白いものがあったのではないかと、みんなで

　集まって相談して遊べる機会

・スポーツ、餅つき体験、音楽室で楽器体験（ふだん触れることのない

　楽器）、料理教室でお菓子作り
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 ②第 2回のまとめ 

 

 グループ１の発表では、集会施設は市の施設ということでコスパがよく、使いやすさがあ

る一方で、初めての方には使い方がわかりづらい、使いづらい、そもそも場所がわからない

という問題が指摘されました。いろいろな用途に使える部屋が多ければいいというものでは

なく、調理室や特別な部屋をなくすのはもったいないという意見も出ました。 

 将来の集会施設のイメージでは、子どもの頃に過ごした空間や周りに大人がいる安心感と

いったものが挙げられ、また、多世代交流のための整備が必要という案、飲食可能な自習室

や癒しの空間としての整備が必要という案も出ました。Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備は部屋の利用

のしやすさにつながると思われます。 

 グループ２については、用途の話と利用率の低さに着目していただき、現状、コロナが出

てきて利用されないのは仕方がない部分もありながら、市民にとって集会施設はなくてはな

らない場所であるという認識で、将来の集会施設のあり方を描いていただきました。 

 ＰＲという点では、ＳＮＳや YouTube での発信で若い人に興味を持ってもらい、高齢

の方は地域の若い方たちとのつながりを新たに発見できるようになってくるといいのでは

ないでしょうか。 

 コロナについて、これから共存していかなければならないというところで、新たな換気シ

ステムが求められているという話も出ました。施設を利用するにあたって、「安心」がキー

ワードになるのかもしれません。 
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（１）参加者募集公告 
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（２）現状説明資料 

資料は、「市民センター等の現状」（「第１回町田市市民センター等のあり方検討委員会」

資料７）および「2019年度行政窓口・集会施設に関する市民意識調査報告書」に基づくも

のです。 

 

【第１回ワークショップ「行政窓口の未来を考える」】 
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【第２回ワークショップ「集会施設の未来を考える」】 
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